
    

  

こ
の
地
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
そ
の
絶
景
に

驚
嘆
し
“
桃
源
郷
”
と
い
う
作
品
を
発
表

し
た
写
真
家
秋
山
庄
太
郎
の
と
ら
え
た

世
界
が
視
野
に
入
る
と
、
ハ
ナ
モ
モ
、
サ

ン
シ
ュ
ユ
、
サ
ク
ラ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
モ

ク
レ
ン
、
ボ
ケ
等
々
、
全
山
種
々
の
花
木

に
覆
わ
れ
た
壮
大
な
景
観
は
ま
さ
に
“
桃

源
郷
”
。 

次
々
と
駐
車
場
に
バ
ス
が
到
着
す
る

た
び
、
満
面
の
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る

「
ふ
く
し
ま
花
案
内
人
」
の
皆
さ
ん
は
、

講
習
や
研
修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
だ
と
か
。 

花
見
山
公
園
の
ル
ー
ツ
を
伺
う
と
、
昭

和
初
期
頃
よ
り
衰
退
し
始
め
た
養
蚕
業

を
見
切
り
、
山
に
生
え
て
い
る
花
木
を
売

り
出
し
た
と
こ
ろ
、
生
け
花
な
ど
で
の
ニ

ー
ズ
を
知
り
、
雑
木
林
を
開
墾
し
花
木
を

植
え
続
け
た
結
果
、
花
が
咲
き
誇
る
山
に

変
り
、
そ
の
美
し
さ
は
次
第
に
人
々
の
心

を
捉
え
始
め
、
個
人
所
有
に
も
か
か
わ
ら

ず
公
園
と
し
て
無
料
で
開
放
し
て
い
る

と
の
こ
と
。 

 

 

年
間
二
十
数
万
人
も
の
来
園
者
を
数

え
る
と
知
り
入
場
料
収
入
を
計
算
す
る

の
は
、
下
衆
の
勘
繰
り
な
の
か
、
阿
部
一

郎
氏
の
公
益
精
神
に
感
服
す
る
ば
か
り

で
す
。 

「
花
見
山
公
園
」
を
「
花
咲
く
里
山
事

業
」
の
究
極
の
姿
と
し
て
捉
え
、
次
代
を

担
う
子
、
孫
に
是
非
見
て
欲
し
い
情
景
と

強
く
感
じ
た
の
は
、
私
一
人
で
は
無
い
筈

で
す
。 

民
間
が
、
情
熱
を
持
ち
頑
張
る
と
、
行

政
も
安
穏
と
は
し
て
お
れ
ず
、
周
辺
の
整

備
に
力
を
傾
注
、
遊
歩
道
、
公
衆
ト
イ
レ
、

駐
車
場
の
整
備
、
花
と
緑
の
郵
便
局
、
花

見
山
テ
ン
ト
村
等
々
の
開
設
、
互
い
に
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
り
よ
い

地
域
を
築
く
為
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

行
政
が
音
頭
を
取
り
、
民
間
が
追
随
す

る
と
い
う
従
来
型
の
地
域
活
性
化
策
は

過
去
の
遺
物
、
互
い
に
連
携
、
協
力
し
合

う
こ
と
が
、
よ
り
良
い
地
域
を
築
く
、
最

も
望
ま
れ
る
姿
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し

た
。 民

間
の
情
熱
と
頑
張
り
が
、
地
域
の
為

に
不
可
欠
で
あ
る
と
、
次
に
訪
れ
た
「
大

内
宿
」
で
も
感
じ
た
こ
と
は
、
云
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

「ふくしま花案内人」の方のガイド 

花見山公園にて 

講師 吉村 徳男氏 

手打ちそば処 茶屋 こめや 

 

大内宿 花見山公園 


